
「横浜ＦＵＮＥプロジェクト」は、横浜開港１５０周年を記念して、日比野
克彦アートプロデューサーの監修により、横浜港の歴史を彩ってきた実
際の船をモチーフにダンボールなどの素材を使って150艘のＦＵＮＥ(船)
を制作するプロジェクトです。
これまで横浜市内の市民利用施設や中学校などでワークショップを

実施し、残すところ、あとわずか5艘を制作するのみとなりました。この
夏休み期間中も、財団法人横浜開港１５０周年協会と財団法人横浜市
青少年育成協会の共催により海洋教室を企画し、船と海について学ぶ
とともに、「帆船日本丸」の目の前で「帆船日本丸」を制作します。

【実施概要】

市内小学５・６年生が日本丸でダンボール船（FUNE）を制作

「横浜FUNEプロジェクト
夏休みキャンプ in 帆船日本丸」開催

海洋教室に参加して、帆船日本丸の目の前で帆船日本丸をダンボールで作ります。

開国博Y150アートプロデューサー

日比野 克彦
（東京藝術大学教授）

【実施概要】

日 時 平成21年7月30日(木)～31日(金) 1泊2日 （集合9:30／解散16:30）
(１日目) 9：30～ FUNE制作のオリエンテーション

14：00～ 船内見学、 FUNE制作、登檣操帆訓練、結索訓練
(２日目) 6：40～ 甲板磨き

9：00～ 船長講話
10：30～ FUNE制作、カッター訓練、横浜みなと博物館見学

会 場 帆船日本丸、訓練センターほか（西区みなとみらい２－１－１）

内 容 海洋教室、ダンボール船の制作

対 象 横浜市内に在住又は在学の小学５・６年生 60人(募集は締切っています。）

FUNE 帆船日本丸＜１４５艘目＞

主 催 （財）青少年育成協会・ （財）横浜開港１５０周年協会
共 催 横浜市教育委員会
後 援 横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部
協 賛 レンゴー株式会社、東洋インキ製造株式会社
協 力 横浜みなと博物館（財団法人帆船日本丸記念財団・JTB共同事業体）

日本丸は昭和5(1930)年に建造された商船学校の練習帆船です。
昭和59(1984)年まで約54年間活躍し、地球を45.4周する距離(延べ183

万km)を航海し、11,500名もの実習生を育ててきました。
昭和60(1985)年4月より、みなとみらい21地区の石造りドックに現役当時
のまま保存し、一般公開をしています。船の生活を体験る海洋教室や
すべての帆をひろげる総帆展帆などを行い、帆船のすばらしさ、楽しさ
を伝えています。



【横浜FUNEプロジェクトこれまでの実績】

１ ワークショップ会場数及び参加者数（平成19年6月16日～平成21年7月21日）

２ ＦＵＮＥ展示（タダイマナミノウエコウカイチュウ）

（１） 会 場 大さん橋会場（ナミノウエ）
（２） 日 程 平成21年4月28日～5月26日
（３） 入場者数 ５１，２０６人
（４） 内 容 スタンプラリー／ワークショップ

３ 制作したＦＵＮＥ（船）
（１）制作艘数 １４４艘
（２）制作日数 平均４日／艘
（３）素材 ダンボール、タコ糸 等

区 分 会場数（会場） 参加者数（延べ人）

地区センター等 ５１ ８，８６０

小学校 ３ ９９９

中学校 ６６ ５，１１１

ナミノウエ（大さん橋会場） １ ２，２６０

合計 １２１ １７，２３０

高さ
１～２ｍ

（４）概ねのサイズ

４ ボランティアクルー数
横浜ＦＵＮＥプロジェクトは、約９０人のボランティアに支えられてワークショップを運営しています。

幅1～１.５ｍ 長さ ２～３ｍ

※あくまで参考値です。個々にサイズは異なります。

【これからのワークショップ スケジュール】
8月 4日(火)～ 7日(金) 西前小学校 （創立100周年事業） ＜146艘目＞
8月12日(水)～15日(土) 中沢小学校放課後キッズクラブ ＜147艘目＞
8月12日(水)～15日(土) 野庭すずかけ小学校放課後キッズクラブ ＜148艘目＞
8月27日(木)～30日(日) JICA横浜（アマゾン移民80周年事業） ＜149艘目＞

【FUNE展示のスケジュール】
9月22日(火祝) 大さん橋会場（ナミノウエ）第二期オープニングイベント
9月22日(火祝)～27日(日) 大さん橋会場（ナミノウエ）第二期FUNE展示

※スタンプラリー開催


